
2024年12月26日

　　　　　       　　中間貸借対照表（２０２４年９月３０日現在）

（単位：百万円）

金　　　　　額 金　　　　　額

426,809 3,960,262

456 1,600

7,846 38,139

918,208 329,600

△ 0 762

3,228,761 29,201

1,710 1,316

18,887 621

そ の 他 の 資 産 18,887 162

34,796 27,100

1,081 605

7,751 51

3,852 60

△ 13,262 1,493

19,593

4,492

3,852

4,389,714

18,000

13,834

13,834

147,061

5,392

141,668

買 換 資 産 圧 縮 積 立 金 434

別 途 積 立 金 129,280

繰 越 利 益 剰 余 金 11,953

178,895

57,988

1,994

8,309

68,291

247,186

4,636,901 4,636,901資 産 の 部 合 計 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

土 地 再 評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

利 益 準 備 金

繰 延 税 金 負 債

再評価に係る繰延税金負債

支 払 承 諾

負 債 の 部 合 計

（純資産の部）

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

支 払 承 諾 見 返

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

貸 倒 引 当 金

睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金

偶 発 損 失 引 当 金

有 形 固 定 資 産

資 産 除 去 債 務

無 形 固 定 資 産

そ の 他 の 負 債

前 払 年 金 費 用

賞 与 引 当 金

外 国 為 替

そ の 他 資 産

そ の 他 負 債

未 払 法 人 税 等

リ ー ス 債 務

借 用 金有 価 証 券

外 国 為 替投 資 損 失 引 当 金

貸 出 金

コ ー ル ロ ー ン 譲 渡 性 預 金

債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金買 入 金 銭 債 権

科                目 科                目

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

現 金 預 け 金 預 金

第１１６期　中間決算公告

愛知県名古屋市中区栄三丁目１４番１２号

取締役頭取　伊藤　行記
株 式 会 社　愛 知 銀 行



から
まで

（単位：百万円）

金　　　　　　　　　　　額

31,048

資 金 運 用 収 益 19,216

( う ち 貸 出 金 利 息 ) （ 12,166 ）

( う ち 有 価 証券 利息 配当 金 ) （ 6,667 ）

役 務 取 引 等 収 益 5,707

そ の 他 業 務 収 益 252

そ の 他 経 常 収 益 5,873

22,549

資 金 調 達 費 用 1,550

( う ち 預 金 利 息 ) （ 1,104 ）

役 務 取 引 等 費 用 2,020

そ の 他 業 務 費 用 3,675

営 業 経 費 13,787

そ の 他 経 常 費 用 1,516

8,499

0

4

8,495

1,833

608

2,441

6,053

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

２０２４年　４月　１日
２０２４年　９月３０日

科　　　　　目

経 常 収 益

経 常 費 用

経 常 利 益

          中間損益計算書



 

 
個別注記表 
 
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 
重要な会計方針 

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。 

２．有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子法人等株式につ

いては移動平均法による原価法、その他有価証券については時価法（売却原価は移動平均法により算定）、ただし市場価格

のない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

４．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産(リース資産を除く) 

有形固定資産は、定率法〔ただし、1998年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに2016年４月１

日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法〕を採用し、年間減価償却費見積額を期間により按分し計上

しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物   ８年～50年 

その他   ３年～20年 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内における利用可能

期間（５年）に基づいて償却しております。 

(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、リース期間

を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、零としております。 

５．引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当規定に則り、次のとおり計上しております。 

①破産、特別清算等、法的または形式的に経営破綻の事実が発生している債務者（破綻先）に係る債権およびそれと

実質的に同等の状況にある債務者（実質破綻先）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額およ

び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。 

②現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（破綻懸念先）に係る債

権については、主に債権額から、担保の処分可能見込額および保証による回収可能見込額を控除し、その残額に対

して今後３年間の予想損失額を見込んで計上しており、３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期

間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込みに基づく修正を加えた予想損失率により貸倒引当金を

計上しております。 

③貸出条件や返済履行状況に問題があり、業況が低調または不安定で、今後の管理に注意を要する債務者（要注意

先）のうち、債権の全部または一部が要管理債権（貸出条件緩和債権および三月以上延滞債権）である債務者（要

管理先）に係る債権については、今後３年間または平均残存期間の予想損失額を見込んで計上しており、３年間の

貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込みに基

づく修正を加えた予想損失率により貸倒引当金を計上しております。 

④上記③以外の要注意先および業況が良好であり、かつ財務内容にも特段の問題がないと認められる債務者（正常

先）に係る債権は今後１年間または平均残存期間の予想損失額を見込んで計上しております。予想損失額は１年間

の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込みに

基づく修正を加えた予想損失率により貸倒引当金を計上しております。 

上記③および④の将来見込みに基づく予想損失率の修正方法について、以下の方法を採用しております。 

・業種の特性を反映する方法 

今後の経済環境の変化が信用リスクにあたえる影響が大きいと考えられる特定業種に属する債務者に係る債権につい

て、業績悪化に伴い今後増加すると予想される信用コストの増加を予想損失率に反映させて引当を行っております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署の協力の下に資産査定部署が資産査定を実施しており

ます。 

 (2) 投資損失引当金 

投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案して必要と認められる額



 

を計上しております。 

(3) 賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間期に帰属する

額を計上しております。 

(4) 退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、当中間期末において発生していると認められる額を計上しております。また、退職給付債務の算定に当たり、退職給

付見込額を当中間期末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。なお、数理計算上の差

異は、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（12年）による定額法により按分した額を、それ

ぞれ発生の翌期から損益処理しております。 

(5) 役員退職慰労引当金 

役員退職慰労引当金は、執行役員への退職慰労金の支払いに備えるため、執行役員に対する退職慰労金の支給見積額の

うち、当中間期末までに発生していると認められる額を計上しております。 

(6) 睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について、預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に備えるため、

過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を計上しております。 

(7) 偶発損失引当金 

偶発損失引当金（保証負担損失引当金）は、貸出金等に係る信用保証協会の保証についての責任共有制度等による将来

の負担金支払に備えるため、過去の貸倒実績等を勘案して必要と認められる額を計上しております。 

６．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産・負債は、中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

７．収益及び費用の計上方法 

顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務は、金融サービスに係る役務等の提供であり、約

束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識しております。 

８．ヘッジ会計の方法 

金利リスク・ヘッジ 

金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会

計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月17日。以下、「業種別委員会実務

指針第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺す

るヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を一定の（残存）期間毎にグ

ルーピングのうえ特定し評価しております。また、キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ

手段の金利変動要素の相関関係の検証により有効性の評価をしております。 

また、一部の資産について、ヘッジ対象とヘッジ手段を直接対応させる個別ヘッジによる繰延ヘッジによっております。 

ヘッジ有効性評価については、ヘッジ手段とヘッジ対象の条件がほぼ同一であることから、ヘッジ開始時及びその後も継

続して相場変動を相殺しているため、有効性の評価を省略しております。 

９．消費税等の会計処理 

有形固定資産に係る控除対象外消費税等は、当中間期の費用に計上しております。 

 

会計方針の変更 

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用） 

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「法人税等会計基準」とい

う。）等を当中間会計期間の期首から適用しております。 

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、法人税等会計基準第20-３項ただし書き

に定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号2022年10月28日。以下

「税効果適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変

更による中間財務諸表への影響はありません。 

  



 

 
注記事項 

(中間貸借対照表関係) 

１. 関係会社の株式及び出資金総額  5,784百万円 

２．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、中間貸

借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当

該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中

の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 7,067百万円 

危険債権額 44,480百万円 

要管理債権額 5,190百万円 

 三月以上延滞債権額 481百万円 

 貸出条件緩和債権額 4,709百万円 

小計額 56,738百万円 

正常債権額 3,219,802百万円 

合計額 3,276,541百万円 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破

綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本

の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものでありま

す。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済

猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並び

に三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危

険債権、三月以上延滞債権並びに貸出条件緩和債権以外のものに区分される債権であります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当控除前の金額であります。 

３．手形割引は、業種別委員会実務指針24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた銀行引受手

形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しており

ますが、その額面金額は8,173百万円であります。 

４．ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及び表示」(移管指針第１号 2024年７月１

日)に基づいて、原債務者に対する貸出金として会計処理した参加元本金額のうち、中間貸借対照表計上額は、871百万円で

あります。 
 
５. 担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

有価証券 330,821百万円 

貸出金 125,246百万円 

担保資産に対応する債務 

債券貸借取引受入担保金 38,139百万円 

借用金 329,600百万円 

上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券664百万円を差し入れておりま

す。 

また、その他の資産には、中央清算機関差入証拠金10,000百万円及び保証金255百万円が含まれております。 

６. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定

された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係

る融資未実行残高は、627,376百万円であり、これらは全て原契約期間が１年以内のもの（又は任意の時期に無条件で取消

可能なもの）であります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行の将

来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及び

その他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条

項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的

に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じており

ます。 

７. 土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額につい

ては、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を



 

「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

再評価を行った年月日 1998年３月31日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）

第２条第４号に定める地価税の課税価額に基づいて、合理的な調整を

行って算出。 

８. 有形固定資産の減価償却累計額 26,367百万円 

９. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当行の保証債務の額

は42,616百万円であります。 

10．銀行法施行規則第19条の２第１項第３号ロ（10）に規定する単体自己資本比率（国内基準）は、8.39％であります。 

 
(中間損益計算書関係) 

１. 「その他経常収益」には、貸倒引当金戻入益1,018百万円、偶発損失引当金戻入益80百万円、償却債権取立益０百万円及

び株式等売却益4,002百万円を含んでおります。 

２. 「その他経常費用」には、システム統合関連費用674百万円、株式等売却損403百万円及び株式等償却２百万円を含んでお

ります。 

 
 

(有価証券関係) 

中間貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権が含まれております。 

１．満期保有目的の債券(2024年９月30日現在） 

 

 種 類 
中間貸借対照表計上額 

（百万円） 
時 価 
（百万円） 

差 額 
（百万円） 

 
時価が中間貸
借対照表計上
額を超えるも
の 

国 債 － － － 

地 方 債 1,099 1,108 9 

社 債 － － － 

小 計 1,099 1,108 9 

 
時価が中間貸
借対照表計上
額を超えない
もの 

国 債 992 985 △6 

地 方 債 2,808 2,787 △21 

社 債 200 181 △18 

小 計 4,001 3,954 △46 

合 計 5,100 5,063 △37 

 

２．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（2024年９月30日現在） 

該当事項はありません。 

（注）市場価格のない株式等の中間貸借対照表計上額 

 中間貸借対照表計上額（百万円） 

子会社・子法人等株式 4,456 

関連法人等株式 － 

  



 

３．その他有価証券(2024年９月30日現在) 
 

 種 類 
中間貸借対照表計上額 

（百万円） 
取 得 原 価 

（百万円） 
差 額 

（百万円） 

中間貸借対照

表計上額が取

得原価を超え

るもの 

株   式 156,615 68,441 88,173 

債   券 45,320 45,025 295 

国   債 － － － 

地 方 債 1,782 1,779 3 

社   債 43,538 43,246 292 

外 国 債 券 15,337 15,145 191 

そ の 他 110,036 92,140 17,895 

小   計 327,309 220,753 106,555 

中間貸借対照

表計上額が取

得原価を超え

ないもの 

株 式 7,951 8,949 △998 

債 券 503,964 522,293 △18,328 

国 債 133,158 142,328 △9.170 

地 方 債 141,605 145,719 △4,114 

社 債 229,200 234,245 △5,044 

外 国 債 券 22,862 23,069 △206 

そ の 他 50,720 55,373 △4,652 

小   計 585,499 609,685 △24,185 

合 計 912,809 830,439 82,370 

 
（注）上表に含まれない市場価格のない株式等及び組合出資金等の中間貸借対照表計上額 

 

 
中間貸借対照表計上額 

（百万円） 

非上場株式 1,273 

組合出資金等 2,415 

 
  組合出資金等については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021

年６月17日）第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

４．減損処理を行った有価証券 

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の時価が取得原

価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をも

って中間貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当中間期の損失として処理（以下「減損処理」という。）しておりま

す。 

当中間期における減損処理額は、22百万円（うち、社債22百万円）であります。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価と比べて30％以上下落したものとしておりま

す。 

そのうち、下落率50％以上の銘柄は一律減損処理し、下落率30％以上50％未満のものは、時価の回復可能性があると認め

られるもの以外について、全て減損処理を行っております。 

  



 

(税効果会計関係） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。 

繰延税金資産  

貸倒引当金 3,566百万円 

偶発損失引当金 456 

減価償却費 1,272 

有価証券償却 1,281 

土地減損等 357 

その他 1,784 

繰延税金資産小計 8,719 

評価性引当額 △1,832 

繰延税金資産合計 6,887 

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △24,382 

退職給付引当金 △677 

退職給付信託設定益 △337 

繰延ヘッジ損益 △879 

買換資産圧縮積立金 

その他 

△191 

△12 

繰延税金負債合計 △26,480 

繰延税金負債の純額 △19,593百万円 

 

（収益認識関係） 

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、中間連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）」に同一

の内容を記載しているため、注記を省略しております。 

 

（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額 22,958円45銭 

１株当たりの中間純利益金額 562円24銭 

  

（重要な後発事象） 

当行と株式会社中京銀行の合併 

当行と株式会社中京銀行（以下、「中京銀行」といい、当行と中京銀行を総称して「両行」といいます。）は、2024年10月

７日に開催された両行の取締役会において、両行の合併契約の締結について決議し、同日付で、下記の合併契約を締結いた

しました。 

１．企業結合の概要 

（１）結合当事企業の名称及び事業の内容 

 （吸収合併存続会社） 

  名称     愛知銀行 

  事業の内容   銀行業 

 （吸収合併消滅会社） 

  名称     中京銀行 

  事業の内容   銀行業 

（２）企業結合日 

  2025年１月１日(水)（予定） 

（３）企業結合の法的形式 

  愛知銀行を吸収合併存続会社、中京銀行を吸収合併消滅会社とする吸収合併方式 

（４）結合後企業の名称 

  株式会社あいち銀行 

（５）その他取引の概要に関する事項 

  本件合併は、両行の営業基盤や知見、ノウハウといった強みを融合し、愛知県で存在感のある地域金融グループとし 

て金融サービスを提供し、地域社会の繁栄に積極的かつ持続的に貢献することを目的としております。 

 また、単独では成し得なかった水準のコンサルティング・ソリューション型ビジネスモデルの構築、活気にあふれた 

チャレンジ精神旺盛な企業風土の確立、ゆるぎない経営基盤の構築により、高度化・多様化するお客さまのニーズに対 

応してまいります。 



 

２．実施する会計処理の概要 

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基 

準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引等として処理する予 

定であります。 



2024年12月26日

中間連結貸借対照表（２０２４年９月３０日現在）

（単位：百万円）

科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

（　資　産　の　部　） （　負　債　の　部　）

現 金 預 け 金 426,924 預 金 3,953,642

コールローン及び買入手形 456 譲 渡 性 預 金 1,600

買 入 金 銭 債 権 7,846 債券貸借取引受入担保金 38,139

有 価 証 券 914,250 借 用 金 337,172

投 資 損 失 引 当 金 △ 0 外 国 為 替 762

貸 出 金 3,217,768 そ の 他 負 債 30,658

外 国 為 替 1,710 賞 与 引 当 金 622

そ の 他 資 産 44,375 役 員 賞 与 引 当 金 3

有 形 固 定 資 産 35,144 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 55

無 形 固 定 資 産 1,092 睡眠預金払戻損失引当金 60

退 職 給 付 に 係 る 資 産 15,380 偶 発 損 失 引 当 金 1,493

繰 延 税 金 資 産 179 繰 延 税 金 負 債 21,928

支 払 承 諾 見 返 3,852 再評価に係る繰延税金負債 4,492

貸 倒 引 当 金 △ 13,925 支 払 承 諾 3,852

負 債 の 部 合 計 4,394,482

（ 純　資　産　の　部 ）

資 本 金 18,000

資 本 剰 余 金 16,578

利 益 剰 余 金 152,252

株 主 資 本 合 計 186,831

その他有価証券評価差額金 58,144

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 1,994

土 地 再 評 価 差 額 金 8,309

退職給付に係る調整累計額 5,294

その他の包括利益累計額合計 73,741

純 資 産 の 部 合 計 260,573

資 産 の 部 合 計 4,655,056 負債及び純資産の部合計 4,655,056

第１１６期　中間決算公告

愛知県名古屋市中区栄三丁目１４番１２号
株 式 会 社　愛 知 銀 行

取締役頭取　伊藤　行記



　　               　 ２０２４年４月　１日から　　　　
           　中間連結損益計算書

　　               　 ２０２４年９月３０日まで　　　　

34,696

19,230

（ 12,149 ）
（ 6,699 ）

6,195

3,389

5,881

26,060

1,555

（ 1,103 ）
2,189

6,590

14,179

1,546

8,636

0

0

4

4

8,631

1,914

586

2,501

6,130

6,130

中 間 純 利 益

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益

法 人 税 等 合 計

固 定 資 産 処 分 損

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 失

資 金 調 達 費 用

（ う ち 預 金 利 息 ）

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

固 定 資 産 処 分 益

経 常 費 用

（単位：百万円）

科　　　　　　目 金　　　　　　額

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

（ う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ）

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益
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中間連結財務諸表の作成方針 

 

 子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づいております。 

(1) 連結の範囲に関する事項 

①連結される子会社及び子法人等      ５社 

愛銀リース株式会社 

株式会社愛銀ディーシーカード 

愛銀コンピュータサービス株式会社 

愛銀ビジネスサービス株式会社 

愛知キャピタル株式会社 

②非連結の子会社及び子法人等       ４社 

あいぎんベンチャーファンド１号投資事業有限責任組合 

あいぎん事業承継ファンド１号投資事業有限責任組合 

あいちスタートアップファンド１号投資事業有限責任組合 

あいぎんベンチャーファンド２号投資事業有限責任組合 

 非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、中間純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合

う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及

び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。 

③他の会社等の議決権の過半数を自己の計算において所有しているにもかかわらず、子会社及び子法人等としなかった当

該他の会社等の名称   １社 

株式会社アサノスクリーン 

 投資事業等を営む非連結の子会社及び子法人等が、投資育成目的のため出資したものであり、傘下に入れる目的で

はないことから、子会社及び子法人等として取扱っておりません。 

(2) 持分法の適用に関する事項 

①持分法適用の非連結の子会社及び子法人等 

該当ございません。 

②持分法適用の関連法人等 

該当ございません。 

③持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等   ４社 

あいぎんベンチャーファンド１号投資事業有限責任組合 

あいぎん事業承継ファンド１号投資事業有限責任組合 

あいちスタートアップファンド１号投資事業有限責任組合 

あいぎんベンチャーファンド２号投資事業有限責任組合 

 持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等は、中間純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）

及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても中間連結財務諸表に重要な

影響を与えないため、持分法の対象から除いております。 

④持分法非適用の関連法人等 

該当ございません。 

(3) 連結される子会社及び子法人等の中間決算日等に関する事項 

すべての連結される子会社及び子法人等の中間決算日は中間連結決算日と一致しております 



 

連結注記表 
 
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 
会計方針に関する事項 

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法(売却原価は移動平均法により算定)により行っております。 

２．有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法(定額法)、その他有価証券については時

価法(売却原価は移動平均法により算定)、ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原価法により行ってお

ります。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

４．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産(リース資産を除く) 

当行の有形固定資産は、定率法〔ただし、1998年４月１日以後に取得した建物(建物附属設備を除く。)並びに2016年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法〕を採用し、年間減価償却費見積額を期間により按分し

計上しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物  ８年～50年 

その他  ３年～20年 

連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定額法により償却

しております。 

(2) 無形固定資産(リース資産を除く) 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当行並びに連結される

子会社及び子法人等で定める利用可能期間(５年)に基づいて償却しております。 

(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る｢有形固定資産｣及び｢無形固定資産｣中のリース資産は、リース期間を耐

用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、零としております。 

５．貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当規定に則り、次のとおり計上しております。 

①破産、特別清算等、法的または形式的に経営破綻の事実が発生している債務者（破綻先）に係る債権およびそれと実

質的に同等の状況にある債務者（実質破綻先）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額および保

証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。 

②現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（破綻懸念先）に係る債権

については、主に債権額から、担保の処分可能見込額および保証による回収可能見込額を控除し、その残額に対して

今後３年間の予想損失額を見込んで計上しており、３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間にお

ける平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込みに基づく修正を加えた予想損失率により貸倒引当金を計上して

おります。 

③貸出条件や返済履行状況に問題があり、業況が低調または不安定で、今後の管理に注意を要する債務者（要注意先）

のうち、債権の全部または一部が要管理債権（貸出条件緩和債権および三月以上延滞債権）である債務者（要管理

先）に係る債権については、今後３年間または、平均残存期間の予想損失額を見込んで計上しており、３年間の貸倒

実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込みに基づく修

正を加えた予想損失率により貸倒引当金を計上しております。 

④上記③以外の要注意先および業況が良好であり、かつ財務内容にも特段の問題がないと認められる債務者（正常先）

に係る債権は今後１年間または平均残存期間の予想損失額を見込んで計上しております。予想損失額は１年間の貸倒

実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込みに基づく修

正を加えた予想損失率により貸倒引当金を計上しております。 

上記③および④に将来見込みに基づく予想損失率の修正方法について、以下の方法を採用しております。 

・業種の特性を反映する方法 

今後の経済環境の変化が信用リスクにあたえる影響が大きいと考えられる特定業種に属する債務者に係る債権につい

て、業績悪化に伴い今後増加すると予想される信用コストの増加を予想損失率に反映させて引当を行っております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署の協力の下に資産査定部署が資産査定を実施しております。  

連結される子会社および子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額

を貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。 



 

６．投資損失引当金の計上基準 

投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案して必要と認められる額を

計上しております。 

７．賞与引当金の計上基準 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間連結会計期間に

帰属する額を計上しております。 

８．役員賞与引当金の計上基準 

連結される子会社及び子法人等は、役員賞与引当金について、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の

支給見込額のうち、当中間連結会計期間に帰属する額を計上しております。 

９．役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、当行の執行役員並びに連結される子会社及び子法人等の役員への退職慰労金の支払いに備えるた

め、当行の執行役員並びに連結される子会社及び子法人等の役員に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当中間連結会計

期間末までに発生していると認められる額を計上しております。 

10．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

当行の睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について、預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に備えるた

め、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を計上しております。 

11．偶発損失引当金の計上基準 

当行の偶発損失引当金(保証負担損失引当金)は、貸出金等に係る信用保証協会の保証についての責任共有制度等による将

来の負担金支払に備えるため、過去の貸倒実績等を勘案して必要と認められる額を計上しております。 

12．退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当中間連結会計期間末までの期間に帰属させる方法については給付算定

式基準によっております。また、数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年

数（12年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理しております。 
 
13．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

当行並びに連結される子会社及び子法人等の外貨建資産・負債は、中間連結決算日の為替相場による円換算額を付してお

ります。 

14．重要な収益及び費用の計上基準 

(1)ファイナンス・リース取引の収益・費用の計上基準 

ファイナンス・リース取引に係る収益・費用の計上基準については、リース料受取時に経常収益と経常費用を計上する

方法によっております。 

(2)顧客との契約から生じる収益の計上基準 

当行並びに連結される子会社及び子法人等の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務

は、金融サービスに係る役務等の提供であり、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

15．重要なヘッジ会計の方法 

金利リスクヘッジ 

当行の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関

する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月17日。以下、「業種別委員

会実務指針第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を

相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を一定の（残存）期間

毎にグルーピングのうえ特定し評価しております。また、キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象と

ヘッジ手段の金利変動要素の相関関係の検証により有効性の評価をしております。 

また、一部の資産について、ヘッジ対象とヘッジ手段を直接対応させる個別ヘッジによる繰延ヘッジによっております。 

ヘッジの有効性評価については、ヘッジ手段とヘッジ対象の条件がほぼ同一であることから、ヘッジ開始時及びその後も

継続して相場変動を相殺しているため、有効性の評価を省略しております。 

16．消費税等の会計処理 

有形固定資産に係る控除対象外消費税等は、当中間連結会計期間の費用に計上しております。 

 

（会計方針の変更） 

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用） 

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「法人税等会計基準」と

いう。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。 

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、法人税等会計基準第20-３項ただし書

きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号2022年10月28日。

以下「税効果適用指針」という。）第65-２項（２）ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会



 

計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。 

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表における取

扱いの見直しに関連する改正については、税効果適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用しております。 

 

注記事項 

(中間連結貸借対照表関係) 

１．関係会社の株式及び出資金総額（連結子会社及び連結子法人等の出資金を除く） 1,343百万円 

２. 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、中間連

結貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであっ

て、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他

資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 7,085百万円 

危険債権額 44,480百万円 

要管理債権額 5,190百万円 

 三月以上延滞債権額 481百万円 

 貸出条件緩和債権額 4,709百万円 

小計額 56,756百万円 

正常債権額 3,208,787百万円 

合計額 3,265,543百万円 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破

綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本

の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものでありま

す。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済

猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並び

に三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危

険債権、三月以上延滞債権並びに貸出条件緩和債権以外のものに区分される債権であります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

３. 手形割引は、業種別委員会実務指針第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた銀行引受手

形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替等は、売却又は(再)担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりま

すが、その額面金額は8,173百万円であります。 

４. ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及び表示」(移管指針第１号 2024年７月１

日)に基づいて、原債務者に対する貸出金として会計処理した参加元本金額のうち、中間連結貸借対照表計上額は、871百万

円であります。 

５. 担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

有価証券 330,821百万円 

貸出金 125,246百万円 

担保資産に対応する債務 

債券貸借取引受入担保金 38,139百万円 

借用金 329,600百万円 

上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券664百万円を差し入れております。 

また、その他資産には、中央清算機関差入証拠金10,000百万円及び保証金275百万円が含まれております。 

６. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定

された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係

る融資未実行残高は、626,766百万円であり、これらは全て原契約期間が１年以内のもの(又は任意の時期に無条件で取消可

能なもの)であります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行並び

に連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くに

は、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行並びに連結される子会社及び子法人等が実行申

し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時におい



 

て必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内(社内)手続に基づき顧客

の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 

７. 土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、当行の事業用の土地の再評価を行い、評価差額

については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金

額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

再評価を行った年月日        1998年３月31日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）第 

２条第４号に定める地価税の課税価額に基づいて、合理的な調整を行っ 

て算出。 

８. 有形固定資産の減価償却累計額 26,811百万円 

９. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額は

42,616百万円であります。 

10．銀行法施行規則第17条の５第１項第３号ロ（10）に規定する連結自己資本比率（国内基準）は、8.74％であります。 

 

(中間連結損益計算書関係) 

１. 「その他経常収益」には、貸倒引当金戻入益1,016百万円、偶発損失引当金戻入益80百万円、償却債権取立益０百万円及び

株式等売却益4,002百万円を含んでおります。 

２. 「その他経常費用」には、システム統合関連費用674百万円、株式等売却損403百万円及び株式等償却２百万円を含んでお

ります。 

３．中間包括利益 △9,322百万円 

 

 (金融商品関係) 

１. 金融商品の時価等に関する事項 

2024年９月30日における中間連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、市場価格

のない株式等及び組合出資金等は、次表には含めておりません（（注１）参照）。また、現金預け金、コールローン及び買入

手形、コールマネー及び売渡手形並びに債券貸借取引受入担保金は、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するこ

とから、注記を省略しております。 

（単位：百万円） 

 中間連結貸借対照表計上額 時 価 差 額 

(１) 買入金銭債権 7,846 7,846 － 

(２) 有価証券 910,515 910,478 △37 

満期保有目的の債券 5,100 5,063 △37 

その他有価証券 905,415 905,415 － 

(３) 貸出金 3,217,768   

貸倒引当金（＊１） △13,225   

 3,204,543 3,191,715 △12,828 

   資産計 4,122,905 4,110,039 △12,865 

（１）預金 3,953,642 3,953,533 △108 

（２）譲渡性預金 1,600 1,600 － 

（３）借用金 337,172 336,129 △1,043 

   負債計 4,292,414 4,291,262 △1,152 

デリバティブ取引（＊2）    

 ヘッジ会計が適用されていないもの 921 921 － 

 ヘッジ会計が適用されているもの 2,873 2,873 － 

   デリバティブ取引計 3,795 3,795 － 

（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。 
（＊２）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。 

デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、

（ ）で表示しております。 

 

 

 

 



 

（注１）市場価格のない株式等及び組合出資金等の中間連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報の

「その他有価証券」には含まれておりません。 

（単位：百万円） 
区分 中間連結貸借対照表計上額 

非上場株式（*１）（*２） 1,303 

組合出資金等（*３） 2,430 

（＊１）非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号 2020年３月31

日）第５項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

（＊２）当中間連結会計期間において、非上場株式について２百万円減損処理を行っております。 

（＊３）組合出資金等については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17

日）第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

２.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類して

おります。 

 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対

象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプット

を用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベ

ルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

 

（１)時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品 

（単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

買入金銭債権 － － 7,846 7,846 

有価証券     

 その他有価証券     

  国債・地方債等 133,158 143,387 － 276,546 

  社債 － 230,177 42,561 272,739 

  株式 164,921 － － 164,921 

  その他 110,469 80,739 － 191,208 

デリバティブ取引     

 金利関連 － 3,067 － 3,067 

 通貨関連 － 1,039 － 1,039 

資産計 408,549 458,410 50,408 917,368 

デリバティブ取引     

 金利関連 － 193 － 193 

 通貨関連 － 117 － 117 

負債計 － 311 － 311 

 

（２）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

（単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

 満期保有目的の債券     

  国債・地方債等 985 3,895 － 4,881 

  社債 － 181 － 181 

貸出金 － － 3,191,715 3,191,715 

資産計 985 4,077 3,191,715 3,196,778 

預金 － 3,953,533 － 3,953,533 

譲渡性預金 － 1,600 － 1,600 

借用金 － 336,129 － 336,129 

負債計 － 4,291,262 － 4,291,262 



 

（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

資産 

買入金銭債権 

買入金銭債権については、取引金融機関から入手した価格によっており、入手した価格に使用されたインプットに基づ

き、重要な観察できないインプットを用いている場合にはレベル３、そうでない場合はレベル２の時価に分類しておりま

す。 

 

有価証券 

有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類しております。

主に上場株式や国債がこれに含まれます。 

公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル２の時価に分類しております。主に地方

債、社債、住宅ローン担保証券がこれに含まれます。 

市場における取引価格が存在しない投資信託について、解約又は買戻請求に関して市場参加者からリスクの対価を求め

られるほどの重要な制限がない場合には基準価格を時価とし、レベル２の時価に分類しております。 

相場価格が入手できない場合には、将来キャッシュ・フローの割引現在価値法などの評価技法を用いて時価を算定して

おります。評価に当たっては観察可能なインプットを最大限利用しており、インプットには、TIBOR、国債利回り、信用ス

プレッド、倒産時の損失率等が含まれます。算定に当たり重要な観察できないインプットを用いている場合には、レベル

３の時価に分類しております。 

 

貸出金 

貸出金については、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を信用リスク等のリスク要

因を織り込んだ割引率で割り引いて時価を算定しており、当該割引率が観察不能であることからレベル３の時価に分類し

ております。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担

保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は中間連結決算日における中間連結貸借

対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似していることから、当該価額を時価としており、レ

ベル３の時価に分類しております。 

 

負債 

預金、及び譲渡性預金 

要求払預金については、中間連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、定期

預金及び譲渡性預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定してお

ります。その割引率は、新規に当該同種預金を残存期間まで受け入れる際に用いるレート（店頭基準金利）を用いておりま

す。なお、中間連結決算日における預入満期までの残存期間が１年以内の取引については、時価が帳簿価額と近似している

ことを確認し、当該帳簿価額を時価としております。これらについては、レベル２の時価に分類しております。 

 

借用金 

借用金については、当該取引から発生する見積将来キャッシュ・フローを無リスクの利子率で割り引いて現在価値を算定

しております。なお、中間連結決算日における満期日までの残存期間が１年以内の取引については、時価が帳簿価額と近似

していることを確認し、当該帳簿価額を時価としております。これらについては、レベル２の時価に分類しております。 

 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引については、大部分が店頭取引であり、公表された相場価格が存在しないため、取引の種類や満期まで

の期間に応じて現在価値技法等の評価技法を利用して時価を算定しております。それらの評価技法で用いているインプット

は、金利や為替レート等であります。観察できないインプットを用いていない又はその影響が重要でない場合はレベル２の

時価に分類しており、プレイン・バニラ型の金利スワップ取引、為替予約取引等が含まれます。 

 

（注２）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報  

(１) 重要な観察できないインプットに関する定量的情報（2024年９月30日） 

区分 評価技法 

重要な観察で

きないインプ

ット 

インプットの 

範囲 

インプットの 

加重平均 

有価証券     

 その他有価証券     

  自行保証付 

  私募債 
現在価値技法 

割引率 0.0％－13.6％ 0.3％ 

倒産時の損失

率 
0.0％－32.1％ 16.3％ 

 

 

 



 

(２)期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益（2024年９月30日） 

（単位：百万円） 

 
期 首 

残 高 

当期の損益又はそ

の他の包括利益 

購入、 

売却、 

発行及び

決済の 

純額 

レベル

３の時

価への

振替 

 

レベル

３の時

価から

の振替 

 

中 間 

期 末 

残 高 

当期の損益

に計上した

額のうち中

間連結貸借

対照表日に

おいて保有

する金融資

産及び金融

負債の評価

損益（*） 

損益に

計上 

(*） 

その他

の包括

利益に

計上 

 

買入金銭債権         

 信託受益権 8,180 － △145 △188 － － 7,846 － 

有価証券         

 その他有価 

  証券 
        

  自行保証 

    付私募債 
42,118 △21 △99 564 － － 42,561 － 

（*）中間連結損益計算書の「その他業務収益」及び「その他業務費用」に含まれております。 

 

(３) 時価の評価プロセスの説明 

当行グループは経営会議において時価の算定に関する方針及び手続を定めており、これに沿って各取引部門及びコンプラ

イアンス・リスク統括部が時価を算定しております。 

時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に反映できる評価モデルを用いております。ま

た、第三者から入手した相場価格を利用する場合においても、利用されている評価技法及びインプットの確認や類似の金融

商品の時価との比較等の適切な方法により価格の妥当性を検証しております。 

 

(４) 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明 

自行保証付私募債の時価の算定で用いている重要な観察できないインプットは、割引率及び倒産時の損失率であります。

これらのインプットの著しい上昇（低下）は、時価の著しい下落（上昇）を生じさせます。 

 

 

(有価証券関係) 

 中間連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権が含まれております。 

１．満期保有目的の債券（2024年９月30日現在） 

 種     類 
中間連結貸借対照表計上額 

(百万円) 
時 価 

(百万円) 
差 額 

(百万円) 

時価が中間連結貸借

対照表計上額を超え

るもの 

国 債 － － － 

地 方 債 1,099 1,108 9 

社 債 － － － 

小 計 1,099 1,108 9 

時価が中間連結貸借

対照表計上額を超え

ないもの 

国 債 992 985 △6 

地 方 債 2,808 2,787 △21 

社 債 200 181 △18 

小 計 4,001 3,954 △46 

合    計 5,100 5,063 △37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．その他有価証券(2024年９月30日現在) 
 

 種     類 
中間連結貸借対照表計上額 

(百万円) 
取 得 原 価 

(百万円) 
差 額 

(百万円) 

中間連結貸借対照表

計上額が取得原価を

超えるもの 

株 式 156,970 68,498 88,472 

債 券 45,320 45,025 295 

国 債 － － － 

地 方 債 1,782 1,779 3 

社 債 43,538 43,246 292 

外 国 債 券 15,337 15,145 191 

そ の 他 110,036 92,140 17,895 

小 計 327,664 220,809 106,854 

中間連結貸借対照表

計上額が取得原価を

超えないもの 

株 式 7,951 8,949 △998 

債 券 503,964 522,293 △18,328 

国 債 133,158 142,328 △9,170 

地 方 債 141,605 145,719 △4,114 

社 債 229,200 234,245 △5,044 

外 国 債 券 22,862 23,069 △206 

そ の 他 50,817 55,472 △4,654 

小 計 585,596 609,784 △24,187 

合    計 913,261 830,594 82,667 
 
 

３．減損処理を行った有価証券 

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の時価が取得原

価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をも

って中間連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当中間連結会計期間の損失として処理（以下「減損処理」とい

う。）しております。 

当中間連結会計期間における減損処理額は、22百万円（うち、社債22百万円）であります。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価と比べて30％以上下落したものとしておりま

す。 

そのうち、下落率50％以上の銘柄は一律減損処理し、下落率30％以上50％未満のものは、時価の回復可能性があると認め

られるもの以外について、全て減損処理を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(収益認識会計) 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報（2024年９月30日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 
銀行業 リース業 計 

役務取引等収益 3,839 － 3,839 477 4,317 

 預金・貸出業務 898 － 898 － 898 

 為替業務 981 － 981 － 981 

 代理業務 1,085 － 1,085 － 1,085 

 その他 874 － 874 477 1,351 

その他業務収益 － 354 354 － 354 

その他経常収益 43 － 43 38 81 

顧客との契約から 

生じる経常収益 
3,883 354 4,237 515 4,752 

上記以外の経常収益 27,096 2,811 29,907 35 29,943 

外部顧客に対する 

経常収益 
30,979 3,165 34,145 551 34,696 

（注）１.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 

２.「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業、事務代行業、

電算機による業務処理等事業及び投資事業有限責任組合の組成運営業務等であります。 

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

上記分解情報に記載している銀行業の役務取引等収益のうち、主なものは、預金・貸出業務は融資関連手数料、為替業

務は内国及び外国為替手数料、代理業務は口座振替手数料及び預かり資産手数料であり、役務の提供時点で履行義務が充

足されたものとして収益を認識しております。 

 

(１株当たり情報) 

  １株当たりの純資産額                       24,201円80銭 

  １株当たりの親会社株主に帰属する中間純利益金額            569円39銭 

 

(重要な後発事象) 

当行と株式会社中京銀行の合併 

当行と株式会社中京銀行（以下、「中京銀行」といい、当行と中京銀行を総称して「両行」といいます。）は、2024年10月

７日に開催された両行の取締役会において、両行の合併契約の締結について決議し、同日付で、下記の合併契約を締結いた

しました。 

１．企業結合の概要 

（１）結合当事企業の名称及び事業の内容 

 （吸収合併存続会社） 

  名称     愛知銀行 

  事業の内容   銀行業 

 （吸収合併消滅会社） 

  名称     中京銀行 

  事業の内容   銀行業 

（２）企業結合日 

  2025年１月１日(水)（予定） 

（３）企業結合の法的形式 

  愛知銀行を吸収合併存続会社、中京銀行を吸収合併消滅会社とする吸収合併方式 

 

（４）結合後企業の名称 

  株式会社あいち銀行 

（５）その他取引の概要に関する事項 

  本件合併は、両行の営業基盤や知見、ノウハウといった強みを融合し、愛知県で存在感のある地域金融グループとし 

て金融サービスを提供し、地域社会の繁栄に積極的かつ持続的に貢献することを目的としております。 



 

 また、単独では成し得なかった水準のコンサルティング・ソリューション型ビジネスモデルの構築、活気にあふれた 

チャレンジ精神旺盛な企業風土の確立、ゆるぎない経営基盤の構築により、高度化・多様化するお客さまのニーズに対 

応してまいります。 

２．実施する会計処理の概要 

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基 

準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引等として処理する予 

定であります。 

 


